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自転車の安全で適正な利用の促進について

栃木県内では、令和５年中自転車が関係する事故は人身事故の約４分の１を占めているほ
か、そのうち自転車側の７割強に何らかの法令違反があることからも自転車対策が喫緊の課
題となっています。

自転車事故の状況（令和５年中）

発生件数 ９７３件（前年比 －６３）

死 者 数 ９人（前年比 ＋４）

負傷者数 ９６２人（前年比 －６３）

自転車が関係する事故の当事者９８９人のうち、高齢者が３２９人 （３３．３％)と最も
多く、次いで高校生が１７４人（１７．６％）であり、高齢者と高校生で過半数を占めてい
ます。
事故類型別では、自己転倒などの単独が４２１件（４３．３％）と最も多く、次いで出会

い頭が３０１件（３０．９％）、右左折時事故が１６３件（１６．７％）となっています。
自転車に乗るときの基本ルール「自転車安全利用五則」を守り、安全に利用しましょう。

～ 自転車に乗るときは
ヘルメットをかぶろう ～

自転車乗車中の交通事故で亡くなられた方
の約半数は、頭部に致命傷を負っています。
また、致死率は、非着用が着用に比べて
約２．４倍高くなっています。
自分の命を守るためにも、自転車を利用する
全ての方は、ヘルメットを着用しましょう。
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